
平城宮発掘調査報告 XVl

一兵部省地区の調査―

第 1章 調査概要

1-1 平城宮発掘調査研究略史

本書は平城宮兵部省地区についての発掘調査報告書である。

奈良文化財研究所による平城宮跡の継続的な発掘調査が開始されて、もうすぐ50年 を迎える。

初期にあたる1960年代には、まだ平城宮跡の公有化が進められる前段階にあり、とくに北に隣

接する佐紀の集落の農地所有者の方々に平城宮跡という遺跡の重要性を理解していただくこと

を一つの大きな目的として、一条通りの北側の発掘調査が、まず集中的に続けられた。また、

それに続 く形で一条通 りに南接する場所に所在する、平城宮の最も中枢部分ともいうべき内裏

地区の調査 も推進された。これらの調査の成果は『平城宮発掘調査報告Ⅱ―官衛地域の調査―』

〔以下、この項では『報告Ⅱ』と表記〕 (1962)、 『報告Ⅲ―内裏地域の調査―』(1963)そ して

『報告Ⅳ一官衡地域の調査 2-』 (1965)と して、失継 ぎばやに公干Uさ れ、平城宮発掘調査研究

の成果が世に問われた。また内裏北方での1960年代前半の調査域については、やや遅れて1976

年に『報告Ⅶ―内裏北外郭の調査―』力千U行 された。

その後、発掘調査研究の対象は朱雀門、玉手門、佐伯門そして南面大垣、西面大垣、北面大

垣などに移 り、平城宮を図続する施設の解明に主力が注がれることとなった。そうした状況の

中で、1960年 代の終わり頃に、平城宮の東辺 (一 当時の認識の)に 国道24号線バイパスを建設す

る計画が立案され、建設の是非を確認する発掘調査で、本来、東一坊大路の路面上と想定され

ていた地点で、南面する大規模な門の遺構が確認され、東院地区の発見につながる。門 。大垣

関係の調査の成果は [報告Ⅸ―宮城門 。大垣の調査 ―』(1978)と してまとめられた。また東院

地区については、東南隅の大規模な苑池遺構を中心とした範囲について、その後1990年代に至

るまでに十数次に及ぶ発掘調査を積み重ね、2003年 に『報告XV一 東院庭園地区の調査―』とし

て、その研究成果を刊行した。

1960年代に、上記の地区とは別に、内裏の東側で調査が進められている。内裏東外郭の二つ

の官衛区画、1専積官行と仮に呼ばれることになった、導を多用 した建築遺構が特徴的な官衛区

画、そしてその東側の「造酒司」官行区画である。造酒司の周辺については、1990年代に至り、

史跡活用のための便益施設―駐車場設置のために数次にわたって調査を行い、多 くの知見が加

えられている。この一帯についての報告は、年次的な概報として行われているが、総合的にま

とめた報告書は未刊である。
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いっぽう、平城宮の西辺部では、1970年代の前半を中心として、広範囲な面積の発掘調査が

繰 り広げられた。これは、それまで、内裏地区の近辺に仮設の施設として営まれていた奈良文

化財研究所の諸研究施設の設置場所を求めての発掘調査という意味も込められていた。調査の

結果、宮西面中門である佐伯門の内部北側一帯は馬寮であることが明らかにされた。地下遺構

の密度は比較的稀薄であったものの、いくつかの施設は、なお仮設の構造物として、遺構面に

十分な盛 り土を施した上に建設されることとなった。馬寮地区についての報告書は F報告�一

馬寮地域の調査―』として1985年 に刊行された。

その後、発掘調査は第一次大極殿地区において展開される。また内裏地区に関しても、先の

報告書 (『報告Ⅲ』)以後も、さらに調査が積み重ねられた。前者については『報告�―第 1次大

極殿地域の調査―』(1981)、 後者については『幸RttXⅢ ―内裏の調査 2-」 (1991)と して発掘調

査の分析研究の成果を公表した。

1970年代後半から1980年代にかけては、中央区朝堂院 (当 時は「第一次朝堂院」と表記されてい

た)、 東区朝堂院 (同 じく、「第二次朝堂院」)それぞれの東半部の調査を進め、また第二次大極

殿院の調査も推進した。第二次大極殿院については1993年 に『報告XⅣ ―第二次大極殿院の調

査―』としてまとめられたが、中央区朝堂院、東区朝堂院および朝集殿院についてはさらに

2000年 以降も調査が続けらている。

さて、本書の報告の対象地域を兵部省地区と呼んでいるが、平城宮造営当初の時期には、こ

こは兵部省ではなかった可能性が強い。奈良時代のある時点で、築地塀で囲続された方約250小

尺規模の兵部省が造営される。その造営時期の究明も、本書の重要な課題の一つであるのだが、

東区朝堂院とそれに南接する朝集殿院と、平城宮南面東門である壬生門との間の南北およそ

120mの範囲の西半部を、かりに兵部省地区と呼ぶのである。

この地域での発掘調査の発端は、1988年 4月 から開催された奈良シルクロー ド国際博覧会に

ある。京東地域の春日公園を主会場として開催されたこのシルク博の第 2会場として、平城宮

跡が選ばれたのである。近鉄線路で南北に分断された平城宮跡において有効な観客導線を確保

するために、都跡通 りの西側に鉄道を超える跨線橋が建設されることとなり、その設定場所の

選定のための調査が、まず第175次 として行われた。そして、その調査を通 じて、調査区の東半

部に築地塀で囲まれた区画の西端部分が確認されたことを契機 として、以後1998年度の第274

次調査に至るまでの、兵部省地区とその東側の式部省地区、さらに東方の神祇官地区と、朝集

殿院の南から東南方に展開する官行区画群の発掘調査が進められることになったのであった。

1-2 調査地区

1-2-1 調査位置 と調査研究の経過

本書では、平城宮東区朝堂院の南方の一画についての東西およそ200m、 南北100mの範囲で、

1980年代後半から1990年代の初めにかけて、都合 7次にわたって実施した発掘調査の成果を報

告する。調査地は、奈良市佐紀町字分田、大頭のふたつの小字にまたがって所在する。

平城官の中枢部分には、宮城門のうち宮南面中門である朱雀門の北に設定された中央区朝堂
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院がある。その北に接 して、奈良時代前半期には第一次大極殿院がある。大極殿院の回廊、大

極殿などは天平12年 (740)の 恭仁京遷都に伴い、恭仁宮に移築される。第一次大極殿地区は、

天平17年 (745)の 平城京遠者Б後の奈良時代後半期には様相を一変させて、多数の大規模な掘立

柱建物群が東西対称形に整然と配置された、西宮と推定される宮殿区画が営まれる。いっぽう、

宮南面東門である壬生門の北側には、中央区と併存する形で東区朝堂院がある。奈良時代前半

期には12の朝堂はいずれも掘立柱建物で、その北には、内裏との間に桁行 7間、梁行 4間の大

規模な掘立柱建物を擁する (こ れを「大安殿」とみる見解がある (『平城宮発掘調査報告�V」 )。 奈

良時代後半期には、朝堂、「大安殿」ともに、ほぼ同じ位置で瓦葺き礎石建物に改築され、大安

殿の後身は (第二次)大極殿となる。この東区朝堂院の北には、奈良時代を通じて内裏が営まれ

る。

朱雀門と中央区朝堂院との間については、これまでに6次の発掘調査を実施し (第 16。 17・

147・ 150・ 157'171次 )、 奈良時代前半に朝堂院の南に区画施設は無 く、後半期に至って、朝堂

院と東西幅を同じくする築地塀による区画が設定されるが、その内部は特に施設の存置されな

い空閑地であったことが確認されている。それに対 して、東区朝堂院は南に接して朝集殿院が

存在していたことは、区画施設と東西の朝集殿の基壇跡が土壇として遺存していることからも

明らかであった。この朝集殿院の南門 (平安宮では応天門に相当する)と 壬生門との南北およそ

120mの空間の状況を解明しようとしたのが、本書で報告する一連の発掘調査の課題であった。

壬生門の北東側 (こ れまでの発掘調査で、奈良時代後半期に、兵部省区画とほぼ同規模の式部省が

造営されていたことが判明している。)については、詳細な報告を別の機会にゆずらなければな

らない。その一つの理由は、式部省地区の遺構は、むしろ、さらにその東方、宮東面大垣まで

の間に展開するいくつかの官行区画と密接な関連性があると判断されることにある。ただし、

本書で論述するに当たっては、式部省地区およびその周辺地区のこれまでの発掘調査の、概要

報告段階ではあるものの、調査の所見を参照する必要のあることは言うまでもない。

さて、この一画が「兵部省」であると判断されたのは、本書の直接の報告範囲ではないが、

1985年度に実施した東区朝堂院南方の宮南面大垣の周辺での、 2次にわたる発掘調査を通じて

であった。後節 (411)で詳論するが、宮南面官城門である壬生門と、その東西に取 り付 く南

面大垣の復元整備に先立って行われた第165次調査 (壬生門西)と 第167次調査 (壬生門東)の調

査で、東区朝堂院南方に、壬生門を挟んで東西対称の位置に、官行を囲む築地塀による区画施

設の南辺部分が確認され、全体像は不明であったものの、周辺の状況から「その性格をある程

度推測できる」とした。すなわち、

(1)壬生門内東官行では、その周辺から「式」(官衛内の上坑、包含層)、 「式曹」(SD4100と SD

l1970の合流点)な どの、式部省に関わる墨書のある土器が出土した。

(2)宮 東南隅の第32次補足調査では、SD4100の 下流部を中心に、考課、成選など、式部省

関係が大半をしめる木簡が12000点 以上出土した。

(3)平安宮では朝堂院前面東側に式部省が位置した。

(4)平安宮では朝堂院前面西側の、式部省と対称の位置には兵部省があるが、第122次調査

では二条大路北側溝SD1250の 壬生門正面西寄 りから、「兵部」、「兵部厨」、「兵厨」などと

記した墨書土器や、兵郡省被管の造兵司の木簡が出土 している。
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これらのことを根拠にして、壬生門内東官衛は式部省、そして、壬生門内西側の官衛は兵部省

の可能性のあることが子旨摘 されたのであった。

本書では、「兵部省」地区の調査について報告するのであるが、確認した兵部省の官衛遺構は、

奈良時代当初に造営されたものではない。その下層に、奈良時代に属するものの、時期の古い

別の区画が存在する。それは、壬生門が造営される以前のものであり、朱雀門から壬生門をつ

なぐ宮南面築地大垣が建設される以前の、少なくとも南面、東、西面を掘立柱塀によって画さ

れた空間である。その内部の状況については、兵部省を造営する際に、さらに整地上層を重ね

あげているために、全容を確認するには整地土層を、つまり上層の兵部省の遺構群を毀損しな

ければ解明しがたいという制約があり、詳かにすることが困難であった。しかし、本論で提示

するように、東区朝堂院南方のこの一画は、平城宮造営当初には、これまで十分に論究されて

いなかったものの、重要な問題をはらんだ変遷を示していることが明らかになった。

l-2‐ 2 周辺 地域 の調査 状 況

兵部省地区の調査に前後 して、この周辺地区についての発掘調査が進められたことの一部に

ついては上述したが、それ以外について、略述しておく。壬生門から東区朝堂院の中軸線を挟

んで、兵部省とは姑称的な位置に、ほぼ同規模で設定された官衛区画が式部省であることはす

でにふれたが、1991年 から1997年 にかけての時期に、さらに東方に調査をすすめ、宮東面大垣

までの範囲の状況を追究した。

上記、式部省もまた兵部省官衛区画と同様に、奈良時代当初の造営になるものではなく、そ

の下層に顕著な建造物に関わる遺構は確認しえていない (こ の式部省区画を仮に「(上層)式部

省」と呼ぶ)。 1993年 の第236次調査および1995年 の第256次調査、1997年 の第273次調査では、

(上層)式部省の東側に、南北幅を同じく250小尺とする築地塀で囲続される官衛区画が確認さ

れた。(上層)式部省とは異なりここでは、下層に上層と同規模、同位置で設定された掘立柱塀

による官衛区画が確認された。さらに第273次調査では、この上層官衛区画と築地塀 1条で区切

られる幅154尺 (約 45,5m)の官行区画が確認され、この二つの接する上層官衛区画は、建物配置

状況や出土木簡などから、西側の区画が神祇官西院、東接する区画が神祇官東院であると判断

されるに至った。いっぽう、上層神祇官の下層掘立柱区画は、造営当初の式部省であることも、

ほぼ間違いない。またこれに東接する (上層)神祇官東院の下層には少なくとも調査の及んだ

北側と東側に区画施設はない。

このように、東区朝堂院そして朝集殿院の南から南東に展開する地区の奈良時代を通じての

状況は、具体的な官衛名の比定も含めて、かなり明らかにされつつある。この地区の変遷のあ

りようは、さらに、壬生門や南面大垣の造営状況とも密接な関連をもっていたと思われるが、

壬生門自体あるいは壬生門以東の南面大垣も、かなり複雑な変遷をたどっていることが報告さ

れている。本報告書での兵部省地区の分析は、平城宮東南地区の全体的な解明への第一歩と位

置づけている。
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と-2-3 地区割と測地系

本報告にかかわる調査地 (以下、兵部省地区)の地区割は基本的に、市道 (宮跡通り)の東側の大

地区を6AAY、 西側の大地区を6ABLと し、北半の一部に6ABKお よび6AAXと する地区を含む。
1)           2)

兵部省地区の調査時期は、平城宮跡独自の局地座標系 (平城座標系)か ら国土方眼座標系に測

地系を改正した平成元年 (1989)を またいでおり、その地区設定の基準は表 1に示すようにやや

複雑である。また改正の準備期間にあたる昭和62～63年度 (1987～ 1988)の 調査、すなわち第175

次および第185次調査では暫定的な地区割を使用 しているため、兵部省地区の地区割は図 1に

示すように変則的なものになっている。

昭和42年 (1967)以降、本研究所の主要な発掘調査では航空写真測量を付せて実施 してお り、

その作業においては上記の測地系の改正に先行して国上方限座標系を使用してきた。したがっ

て兵部省地区の調査成果は基本的に国土方眼座標系による記録を含むので、本報告では汎用性

の高い国土方眼座標系に統一して表記することにする。
3)

ところで本研究所では平成14年 (2002)の改正測量法の施行にともない、平成15年度をもって

発掘調査に使用する測地系を日本測地系から世界測地系に全面的に切 り替えた。ただし本報告

では、世界測地系の座標値はあくまで二時的な計算値であるため表記していない。世界測地系

の座標値への変換は、平城宮跡内においては、測量基準点の改測で得た座標変位量の平均値、

南北方向 (X座標)+346.4m、 東西方向 (Y座標)-261.3mを 日本測地系の座標値にそれぞれ加え

ることで可能である。座標変位量の標準偏差は、X座標が0.012m、 Y座標が0。 009mと 僅少であ

るが、変換には相応の誤差を含むことに留意されたい。なお高さの測定については、基準点か

らの直接水準測量による標高を一貫して使用している。

表 1 各調査の地区設定基準

調査次数 調査年月   測地系 基準点 大地区―中地区

測 地 系 の

改正 と地区

設   定

世界沢J地系
へ の 移 行

座 標 値 の

表   記

122

157

157補

167

175

185

205

206

214

216

224

1980.3-11  平城座標

1984,711  平城座標

1988.67  平城座標

1985.610  平城座標

1986.111987.7 平城座標

1987.7-9  平城座標

1990.17  国土座標

1989.10‐ 1990.4 国土座標

1990.4-7  国土座標

1990.101991.2 国土座標

1991.7-10  国土座標

No,7 X-145412.55

No。 12 X-145987.72

No.7 X-145412.55

No.7 X-145412.55

No.7 X-145412.55

No.7 X-145412.55

Y-18322.19

Y-18685,98

Y-18322.19

Y-18322.19

Y-18322.19

Y-18322.19

6AAY― E

6ABL― D

6ABL― D

6AAY― E

6ABL― A,B

6ABL― A 6ABK― A,B

6AAY― J,K 6ABL― B,C

6AAY一 G,H

6AAY― H 6AAX― I

6AAY一 G,H

6AAY― H 6AAX― I

1) 平城宮跡内に設置された測量基準点のうち任

意の一点を原点とし、国上方限座標系の方限

北に対して 0° 07'47"西 偏した方位を用いる

測地系。

回土調査法に基づく日本の測地基準系。全国

を17に 区分し、このうち近畿地方は第Ⅵ系に

属する。

3)こ の法律により公共測量の測地基準系が、ベ

ッセル楕円体に基づく日本独自の測地系 (日

本測地系)か ら、正確な地球の形状に基づく

国際規格の測地系 (世界測地系)に改められ

た。
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図 1 兵部省地区の大地区と中地区 1:2500

図 2 平城宮跡の既発掘調査区 〔2003年度以前〕 (濃 い部分が本報告の対象地 )



13 調査の経緯

1-3 調査の経緯

本書で主たる報告の姑象とする調査区は、平城第175次、185次、205次、206次、214次、216次、

224次の 7次にわたるが、さらにそれらに隣接する既往の調査地の中で、遺構上の密接な関係の

ある部分について、第122次・157次 ・157次補足 。167次の調査範囲のうち、全部あるいは一部

を、今回の検討の対象地に含めることした。以下、調査年次を追って、各時点での調査の成果

と課題を略述しておこう。なお、本項に掲出した遺構図および遺構番号は各調査の概報作成時

のものであり、本報告書での検討作業を通じて改変されたものもある。

1-3-1 第157次調査 〔東区〕。第157次補足調査 (兵部省の西方)

第157次調査は、中央区朝堂院の南側、宮南面大垣のすぐ北側の一帯について実施した調査で、

兵部省地区とは直接の関わりを持たないが、調査区の東端で東区をことさらに設定し、中央区

朝堂院の東側を南北に流れる官基幹排水路の一つであるSD3715の南端周辺の解明が試みられ

た。また157次補足調査は、157次調査でおこない得なかったSD3715と 南面大垣SA1200の 交点
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第1章 調査概要

の様相の把握を主 目的としておこなった。この調査では、SD3715が 南面大垣に交わる場所は通

常であれば暗渠が設営されていたと想定されるのであるが、暗渠の形跡はなく、開渠であつた

ことが明らかになった。また朱雀門の東北か らはじまる、南面大垣の北約16mの位置にある掘

立柱東西塀SA1765は 、100m以上続 き、なおもSD3715を 超えて東に延びていることがわかった。

SD3715の東岸近 くでこのSD1765と 直行する掘立柱南北塀SAl1700が あ り、この塀の柱を抜 き

取った後に南面大垣が造営されることなど、重要な知見がえられた。

1-3-2 第 175次調査 (兵部省の西半部)

この調査は、1988年 4月 から10月 にかけて予定されていた「奈良シルクロード博覧会」の会

場となる朱雀門南地域から平城宮内への安全な導線通路として計画された、近鉄線に架するP/.t

線橋の設置に伴う事前調査として行った。このF/●
t線橋は、平城宮跡のほぼ中央を南北に縦断す

る市道「都跡通り」が近鉄線と交差する踏切の西側に建設が予定されていた。第175次調査は

この近鉄線の踏切の西南に接した2100∬ の一画を対象としたものであった。調査の結果、発掘

区東寄り部分で、西側を築地塀で閉塞する官衡跡が確認された。当初の計画では、現踏切のす

ぐ西側に計画されていたが、発掘調査の結果をふまえて、跨線橋の設置場所は、より西側の遺

20  19  18   17  16  15  14  13  12  11   10  09  08

図 4 第 175次調査 遺構図・地区割図  1:500
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13 調査の経緯

構の希薄な部分に変更されることになった。

調査で確認された官衛は内部に礎石建物を配し、築地塀による区画の規模は東西が250尺 (約

74m)、 南北は、まだ北端部分が未確認であるものの、およそ350尺 (104mほ ど)ではないかと推

定された。この官衛は、前述 したように、すでに報告されていた「兵部」や「兵厨」などの墨

書土器や、造兵司、考課に関わる木簡などの周辺地区からの出土遺物およびその位置から、「兵

部省」であることの蓋然性がますます強くなった。

1‐ 3-3 第 185次調査 (兵部省西北方 )

第175次調査の経過に基づいて変更された「奈良シルクロー ド博覧会」用の仮設の跨線橋予定

地のうち、近鉄線路北側についての調査として実施した。調査地は中央区朝堂院と東区朝堂院

に挟まれた区域の南寄 りの位置にある。

調査範囲は800∬ と、比較的狭小であったものの、重複する建物や溝などの多 くの遺構が確認

された。奈良時代の遺構は 4時期に区分され、 3時期目に、東区の朝集殿院南辺の西への延長

に一致する位置に東西築地塀SA13120が造営されるとし、中央区と東区朝堂院の南辺をつなぐ

91   90  89  88  87  86  85  84  83

図 5 第185次調査 遺構図・地区割図
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第 1章 調査概要

掘立柱塀お よび築地塀 との間に南北 に細長い区画が形成 されると判断 した。

1-3-4 第205次調査 (兵部省西南部)

それまでの数次にわたる調査によって、東区朝堂院、朝集殿院地区の南偵I、 壬生門内の東西

に封称に配置された官衛区があり、西側の官行については、律令官制八省の一つの兵部省であ

ることが明らかになってきた。この調査時点での所見では、築地塀で方形に区画された建物の

配置構造は、区画内の北辺に東西棟 3棟 を配し、これとは区画塀で区切られた南側に、中央の

広場を挟んで東西に2棟ずつの南北棟が並ぶという左右対称の配置をとると判断されていた。

(のちに、東側の官衛―式部省―の建物配置構造が明らかにされたことによって、兵部省区画のちょ

うど中央をやや斜めに南北に縦断する市道の道路敷の未調査部分に、正殿に相当する、区画内では最

大規模の東西棟が想定されるに至る。)

第205次調査は、第175次調査区の南側にあたり、西第二堂を中心とする兵部省区画の南西部

および兵部省とその西側の南北溝SD3715(中央区朝堂院・東区朝堂院の中間に南北に通じる基幹

排水路)と に挟まれた1990だ の地域の状況解明をめざしたものであった。

調査では、奈良時代の整地層がおおむね 3層 あることがわかり、兵部省区画の南側で、南面

大垣に先行する掘立柱東西塀 (SA1765)な ど、平城宮造営当初にさかのぼる下層の遺構を確認

した。これまで検出されている兵部省の遺構群は上層遺構に属するが、兵部省の建造物に姑応

する下層の遺構はみとめられず、奈良時代前半には、ここに兵部省がなかった可能性が強まっ

た。また、兵部省の西側のSD3715ま での地域は、奈良時代を通じて建物のある空間としては使

われていなかったことも明らかになった。

27  26  25  24  23  22  21   20

図 6

′0

Ｅ

　

Ｄ

Ｋ

　

Ｋ

KC

KB

KA

」T

」S

」R

」Q

」P

」O

Ｎ

Ｍ

」

Ｋ

19  18  17  16  15  14  1こ

第205次 調査 遺構図・地区割図

SD13026摯 l

SKl

12996

13858

。u   ゎ   。

16  15  14  13 68  67  66



13 調査の経緯

SD3715の東岸際には、すでに第157次調査 (東地区)と 第157次 (補足)調査によって、掘立柱

の南北塀SA17100の 存在することが判明していたが、第205次調査では、さらにSAl1700と 3m

の間隔をおいて東側に併行する南北塀が検出され、この 2条の南北塀は一連の遺構であ り、単

廊SCl1700を 構成するものと判断された。 (こ の遺構の評価に関しては、本書で再検討することに

なる。)SD3715を めぐるこうした遺構の状況を勘案して、157次調査区 (東区)、 157次補足調査

区を本書での検討姑象範囲に含めることとした。
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第 1章 調査概要

1-3-5 第206次調査 (兵部省東半部 )

第205次調査までで、兵部省の西半部の遺構状況が明らかになったことを受けて、東半部に想

定される2700面 の地域を財象として、兵部省の全容を究明する目的で実施した。

遺構の残存状況は、特に調査区北半部で良好で、奈良時代の地表面をとどめている部分があ

った。層位的には、地山上におおむね 2層 の整地層がみとめられた。兵部省官衡に関連する遺

構 としては、東第一堂、二堂が、予測通 り、西第一、二堂と対応する位置にあることが確認さ

れ、東面築地塀に門が開くことが判明した。これまでの兵部省の調査で出土した軒瓦をみると、

軒丸瓦6282G一 軒平瓦6721Fの セットがもっとも多 く、軒九瓦6225C一 軒平瓦6663Cの セットが

それに次ぐことがわかってきた。

下層遺構については、調査区の南端で掘立柱東西塀SA1765を 検出し、既往の調査結果とあわ

せると、SA1765が 朱雀門の西から壬生門の西にまで至っていることが明らかになった。なお、

調査区の南辺の一部を第167次調査区と重複するように設定したため、出土遺物および遺構の

検討に資するために、第167次調査区の北辺部分も、本報告の直接の対象に含めることとした。

1-3-6 第214次調査 (兵部省の北側 )

この調査は、兵部省の調査としては、最後のもので、官衛区画の東北隅部分を検出して、区

画の南北規模を確定することを主な目的とした。これまでの兵部省の調査では、北面築地塀は

確認できず、また、近鉄線北側の第185次調査でも区画の北西部分を検出していないので、兵部

省西面築地塀は、ちょうど近鉄線路敷の部分で東に曲がると推定されていた。この北面築地塀

の東端の確認が、近鉄線北側の本調査区 (850∬ )で期待されたわけである。

調査の結果、兵部省を区画する築地塀の東北隅が確認され、区画の南北規模が約73.8mであ

り、東西規模と同様に250小尺で設定されていたことが判明した。また朝集殿院との間の、南北
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図8 第214次調査 遺構図・地区割図 1:500
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13 調査の経緯

幅20mほ どの場所に、桁行16間 の東西棟 などの掘立柱建物が 4棟確認されている。

1-3‐ 7 第216次調査 (兵部省の東側)

調査地は壬生門の北側にもあたる。壬生門とその周辺については第122次調査が行われてい

る。この調査では、壬生門から北へ続 く宮内道路の東西の側溝を検出し、側溝の付け替えによ

る道路幅の拡幅があったことが確認されている。また第216次調査地に西接する第206次調査で

は、礎石建ちの人脚門となる兵部省の東門を検出し、壬生門からの宮内道路に向いた方向を正

面としていたことが注目された。また平城宮の大垣に開く宮城門を入ったすぐ内側の地域につ

いては朱雀門の北方 (第 16・ 17次調査)、 西面中門である佐伯門の東側 (第 25。 71・ 246次調査)な

どを調査しており、広場ないし宮内道路であることが半J明 している。

2500∬ を対象とした今次の調査で、壬生門の北側は奈良時代を通じて、基本的に広場的な機

能を持つ宮内道路であるが、桁行 8間 に及ぶ東西棟が 4棟建ち、朱雀門や佐伯門の内側とは、

やや様相が異なっていることがわかった。しかし、これらの建物の柱穴は小さく、仮設の施設

であったと考えられた。さらに、宮内道路の中軸線に対して東西姑称の位置に旗竿の柱穴が数
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第1章 調査概要

多 く検出され、また宮内道路を遮る形で東西塀が設置されるなど、なんらかの儀式に際しての

仮設施設として造営された建造物群の跡が確認された。また、この地域には平城宮造営以前の

古墳時代、弥生時代の遺跡があることも明らかになった。調査区北端の土層断面で水田の畦と

みられる幅10cmほ どの高まりを検出し、その周辺の土壌のプラント・オパール分析を通 じて、

弥生時代の水田が推定された。

1-3-8 第224次調査 (兵部省の東北方)

第216次調査区の北狽1の近鉄線の線路敷と朝集殿院との間の1600だ を調査の対象とした。壬

生門の正北方で、朝集殿院南門のすぐ南にあたる場所である。奈良時代の遺構は少なく、壬生

門と朝集殿院南門を結ぶ宮内道路の東西側溝のほかには、この道路の東西の外側に仮設と思わ

れる掘立柱塀各 1条 と東西棟建物が各 2棟確認した。また一つの掘形内に2つの柱穴のある、

旗竿支柱の遺構を数ヵ所で検出した。

この地区からはおそらく古墳時代のものであろう斜め方向の塀 2条 を検出したほか、弥生時

代の竪穴住居跡を合わせて 5棟検出した。住居内や周辺からは弥生時代の上器や石鏃、石包丁

なども少なからず出土している。
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14 調査 日誌 (抄 )

1-4 調査 日誌 (抄 )

A 第 157次  6 ABL・ 6 ABY
兵部省の西方

1984年 6月 21日 ～11月 17日

1984

6.21 調査範囲設定作業。

7.2・3 プレハブ建設。

7.5 重機による表土排除。測量基準点設定。

(以下、 6 ABL― D区に限り抜粋)

8,9 6ABL―D区床土排除。層序 は耕土下 に、

床土 (上・下層)、 橙色沈着面 をはさんで、地山

の砂層 (一 部黄褐粘土)と なる。排水溝で地山

直上に瓦やや集中している。須恵器 も混 じる。

8.10。 11・ 13 6 ABL― D区 の床土排除。

8.16 西端からバラスをはずしながら検出作

業。黄褐上の高まりと周囲の砂層を検出。砂

層の中には瓦を含む。バラス層が一面にあっ

て瓦片を含んでいる。DKラ イン以北ではバ

ラスが少なくなり、南方のDEラ イン付近で

は、バラスの上に薄く砂が堆積 している。

8.17 バラス面検出。

8.18 東からバラスをはず しながら作業を進

めるが、北排水溝でSD3715の 東肩がみえる

ため、半スコ下げて東肩を検出。溝中に礫あ

り。瓦片も多い。DK～DLラ インでは溝肩が

東に拡がっているとみえ、判然としない。

8.20 バラス面を除去。35ラ インの西側で一

面に砂層が出始める。SD3715の 西肩 と推定。

この砂層にも礫や瓦片がみられる。

8.21・ 22 遺構検出作業。

8.25 午後、現地説明会。来聴者100名余。

8.27 調査区中央に東西セクションベル トを

残し、南東より遺構検出にかかる。

8.28 DHラ インより南で、バラスをはず し

ながら進行。35～ 36ラ インが岸になるもよう。

D137付近の土坑は、壁が直に落ちる。井戸か

も知れない。軒平瓦 1点 出土。

8.29 DH38付 近の土坑を掘 り上げる。軒平

瓦片 3点、黒色土器出土。かなり荒らされて

いる。

8.30 SA1765の 続 きとなる柱掘形を 3つ 検

出する。少なくともSD3715の 西岸までは達

することがわかる。柱間を抜 くように斜行溝

が南東へ伸びてゆく。周辺はかなり撹乱され

ている。

3.31 D1/D」 34に あるバラス範囲を確認。確

たる遺構ではないようだ。DG35～ 36の斜行

溝SDl1705を検出。

9.1 6ABL区北半でSD3715の 堆積層中の褐

色層を掘 り下げる。調査区南半ではSD3715

東西肩を検出。西肩は褐色砂 と地山=黄褐粘

土。褐色砂 (D」33)か ら軒丸瓦6282、 褐色砂の

下層の黒色粘土 (DJ34)よ り軒丸瓦6282Cが

出土。 2層 ともに天平未年以降の堆積とみら

れる。

9.3 SD3715を 掘 り下げ。褐色砂 とその下の

暗灰色粘土を除去。30～ 50cmで再び砂層に

至る。木器、瓦など遺物がかなり多い。

9.4 DGラ イン以南のSD3715の 堀 り下げ。灰

色粘質土の下に灰白色砂があり、ここまで除

去。この砂はDGラ イン以北の褐色砂に対応

する。

9.5 SD3715東 岸DE33付 近の柱掘形は、DG
・DE33の柱穴とセットにな り、橋脚の可能

性もでてきた。西岸は、地山を一部残し、土

坑、流路によって撹乱されている。ただし、

遺物の少ない砂質面で止めており、この下に

遺物があると予想される。いずれにせよ、SD
3715は 、まっすぐ築地にぶつかることはほば

まちがいない。D135付近に土器溜まり (焼土

を含む)を検出。完形に近い高杯を得る。D」

35の土器溜まりから墨書土器出土。

9.6 DGラ イン以南のSD37815の 掘 り下げ。

褐色砂 (灰白色砂の下)、 暗灰色粘土まで除去。

遺物は少なく、その下の砂層は木片をく包含。

SD3715東 岸 に南北 に 4つ の柱掘形 を検 出

(SCl1700)。 1.6m× 0,9mと いう規模、縦長。

しかし位置からして不可解。

9.7 SD3715の 東岸に南北に続 く柱掘形は 7

つに増加した。大垣にとりつ く柵状の施設と

みられ、SD3715よ り古い。創建期にさかのぼ

るものかもしれない。木簡 2点出土。

9.10 DK34付 近で、3本の柱根を発見。橋脚

か。SD3715の 西岸では、西側から斜行溝が流

れ込み、西岸にそって南北溝があり、溝中に

杭がある。

9.1l SD3715の 埋土中層を掘 り下げ。東側

の南北塀 (SAl1700A)は掘形検出完了。

9.12 写真撮影。

9.13 写真撮影。SD3715の 掘 り下げ。

′D~
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9.17 空撮。

9.25。 10.2～ 4・ 6・3 遺構実測。

10.11 断ち割 り調査。SA1751と その足場穴

をほぼ終了 し、その他の柱穴も断ち割る。

10.12 SD3715西 岸の柱穴は 2× 3間 の建物

(SBl1710)イこまとまる。

10.13 溝SDl1712・ 11750掘 り下げ。いずれ

も底に礫が溜まる。SDl1715の南端は三つの

土坑が連結 している形で、つなぎ目に板を横

に木端立にてにしているものが残っており。

泉水状のものかとも思われるが、詳細は不明。

10.16 SD3715東 岸の南北塀 (SAl1700A)の

柱痕精査。SA1756と 同様に、柱は抜き取られ

た可能性が強い。

10.19 SD3715東 岸の南北塀 (SAl1700A)は 、

柱が抜き取 られているおり、穴底近くに柱痕

跡の一部を留めているものがある。

10.20 SA1756の 延長部分を東に 1間分拡張。

柱穴を検出。東西塀SA1765と 南北塀SCl1700

の重複する部分の断割調査を行い、南北塀が

新 しいことを確認。SAl1700Aの 掘形上部は

抜き取 り穴であるが、底部に柱痕跡を留めて

お り、柱間は2.95～ 3.00m(10尺 )を はかる。

B 第 157次補  6 ABL
兵部省の西方・南面大垣のすぐ北

1987年 6月 10日 ～ 7月 10日

1987

6.10 9時半頃より南側の水路の掘形から発

掘開始。約 lm下げたところで、築地の東西

断面では暗渠の形跡はなく、全体に溝の埋土

のような状況を呈す。しかし、築地推定地上

は、築地積土らしきものが通る。

6.11 築地推定地の耕土、床土を除去し、157

次発掘区の再発掘にいたる。築地推定地上に

は、東西溝 と二つの方形の土坑があるが、犬

走 りの基礎地業の跡はないもよう。

6.12 SD3715の 既掘部分を再発掘する。

6.13 築地推定部分を薄く削 りながら、黒色

土の入った溝を掘 り上げる。発掘区をさらに

西に広げるが、SD3715の 埋土を覆う瓦混 じ

りの灰砂層が拡張区の半分までは続 くもよう。

6.16 西側への拡張区の表土を掘削後、遺構

検出を行う。検出の中途であるが、南北溝SD
3715の西肩が、発掘区の西壁からlmに現れ

れた。

6.17 SD3715の 西肩 (DC38ラ イン付近)を約

2m幅にわたり掘 り下げる。溝西肩面をなす

黄褐粘質土の面から、中世初頭の土師器皿を

検出。この付近のSD3715の 埋没の最終時期

′び

10.23 SD3715掘 り下げ。木簡 8点出土。

10.24 SD3715掘 り下げ続行。完形の須恵器

奏出土。平底で、奈良後半のもの。

10.25 SD3715掘 り下げ。暗灰砂質粘土で遺

物を取 り上げる。粗砂面で層位が大 きく別れ、

以下は灰色粗砂層。

10.26 SD3715掘 り下げ。調査区北半では底

に達する。南半では、暗灰砂質粘土の下の灰

色粗砂が北半 より厚 く、軒瓦、木簡、木器 (曲

物)、 銭貨 (和 同開弥・神功開宝、銅板、スラ

グ)な どが出土。SDL35付近のSD3715か ら出

土 した凝灰岩は落ちこんだもの、ないしは廃

棄されたものであると考えられる。仕口がみ

られ、基壇の外装材か。

10.27 SD3715南 端の遺物取 り上げ。底石 と

思われた石の下になお瓦あり。

10.29 写真撮影。調査 区西南 隅の流路SD
l1714は きわめて深 く、地表か ら3mほ どで、

ようや く一部、底の砂層がみえる。奈良時代

の軒平瓦など出土。

10.30 SDl1714の 掘 り下げ。発掘作業終了。

10.31～ 11.17 埋め戻し作業。

を示す ものであろう。SD3715の 西肩の下 り

の責褐粘質土面に掘 りこまれた不整形土坑を

検出。時期に関しては、溝の完全な埋没前と

いうことしか明らかではない。SD3715の 西

肩を検出したことにより、発掘区南半に土塁

状に残る「築地」痕跡は、SD31715埋 没後の

里道の跡であることが確実になった。

6.18 空撮。土塁状に残る里道を半分の幅に

切 り縮める。その後、SD3715の埋土を徐々に

掘 り下げる。

6.19 SD3715の 掘 り下げ続行。DC34区 の最

も新 しい流れを完掘し、疑灰岩の側石、花商

岩の底石の時期の溝を掘 り下げはじめる。

DB34区 の溝より径25cm程の柱根を発見。推

定大垣心にあたり、あるいは塀の支柱か。DC
37区検出の土坑は、かなり大きく、深さも50

～60cmはありそうである。

6.22 SD3715の 掘削を続行。DB・ DC34～ 35

ラインで、柱 (杭 ?)で板 を留めた護岸SX
13280を 検出。この溝を、SD3715上 層溝とし、

以下を下層溝 とする。SD3715は 35ラ イン以

西にも大幅に拡がっている。おそらく最終段

階における1巳濫の結果であろう。



6.23 SD3715上 層溝は、杭で板を留めて護

岸し、溝底には人頭大の石および凝灰岩切石

片を敷いている。ただし、底面の石は、板の

護岸の外側に及ぶので、素掘溝→石を敷 く

(=下層溝)→板 。杭による護岸 (=上層溝)の

3段階が考えらる。上層溝底面の石の上から、

ロクロ挽 きの痕跡を示す円形の木片が出土。

下層溝 (西側)とこは瓦片が多く、軒丸瓦6275

型式が出土。SD3715が 暗渠であるか開渠で

あるかに関して、当初の状況は不明であるが、

もっか検出している遺構が開渠であることは

疑いない。ただし、開渠の上に閉塞施設があ

った可能性もある。

6.24 SD3715の 土層断面を実測する。

6.25 旧里道部分を掘 り下げ、灰白砂まで外

す。軒丸瓦6225が 2点出土。

6.26 SD3715の 掘 り下げ続行。DB34区 では、

SD3715の 埋没後に、一抱えもある石を投げ

こみ、流路を西南方向に付け替えている。こ

の地区で もSD3715上 層溝の底に、瓦を敷い

ているもよう。堆積層の中に、瓦片を除き、

ほとんど遺物がみられない。

6.27 現地説明会の準備。

6.29 写真撮影。実測。

7.1 実測。SD3715最 上層の石をタトす。

7.2 SD3715の 掘 り下げを再開。DB34区 では、

SD3715上層の東側にやはり柱が現われた。

この柱はかなり傾いている。水流で底面をえ

C 第 175次  6 ABL
兵部省の西半部

1986年 10月 30日 ～12月 8日

1987年 5月 12日 ～ 7月 10日

1986

10.30 発掘区設定。水田の畦畔が複雑なた

め整理 して小地区を決定 した。1986年 はAE
ラインよりも】ヒ側の調査を行う (第 175浚 ―北

区とする)。

11.6 上土排除を東北隅から開始。耕土、床

土下の責褐色土面で瓦がみえ始めるので、そ

の上で止めることにする。

11,7・ 8・ 10 上土排除。

11.11 作業員による掘下げ開始。地区杭打ち。

11.12 東半は黄褐土面、西半は床土の上で

止めていたが、折 り返しでそれぞれを除去し

はじめる。黄褐土層は12～ 15ラ インは多量の

瓦片を含み、以西はバラスが多くなって西に

下がる。バラスの部分は、壬生門西官衛の西

限あた りに比定できるので築地の一部か道路

面となる可能性もある。 (以後12月 まで発掘調

14 調査日誌 (抄 )

ぐられたためか。DC34区では、石敷が一部二

重となっており、上下の石敷の間から軒丸瓦

6225が出土。DB34区 のSD3715東恨Iの 側板の

裏込めから、軒丸瓦6313Aが出土した。

7.4 SD3715の 写真撮影。その後、最上層の

石を外した状態を実測。

7.6 実測。午後SD3715を さらに掘 り下げる。

木簡 3～ 4点、櫛、墨書土器 2点 (万呂、主水

司)な ど出土。南端では最下層に凝灰岩を投

棄している。溝中の石は、幾度も投げんでい

るようである。

7.7 SD3715の 写真撮影。その後SD3715の 東

西断面の実測。

7.8 SD3715の 東西断面の実測。

7,9 発掘区の四周の土層断面の実測。東壁

では、一部断ち割ったところ、157次調査で検

出したSD3715に 平行する南北塀の柱穴 (SC

l1700の 西側の柱列)を検出。築地の築成土が

この柱穴掘形の上を通る。

1.10 築地下のSAl1700Aの柱穴と築地との

関係を追究。現段階では以下のような順序を

想 定 し う る。①SAl1700Aの 段 階。②SA
l1700Aの柱を抜き取 り、埋設した段階。③築

地本体の築成段階。④犬走 りの部分の掘込地

業。⑤築地本体の北恨]を 削平。この削平時期

は大走の地業時と宮廃絶後の二つの可能性が

あるが、今のところ決め手なし。

査中断。)

12.1 東半では 2× 3間 の建物SB13000と し

てまとまりそう。その西側15区 を中心とした

東西幅 3mほ どの石の多いゾーンがあるが、

上面は平らではない。古墳時代の遺物出土。

12.2 東半の削 りを完了。排水溝中に瓦片が

見え、下層遺構の可能性もある。西半では地

山 (黄色粘質土)の上の砂層まで下げるが、柱

穴に類する遺構はみあたらない。中央に大き

な南北溝があるようにも見えたが、南半では

範囲がはっきりしなくなる。16区 までバラス

をはずすと東半と同様のシル ト系の層になる。

バラスが路面となるかどうか問題がある。あ

るいは築地の一部か。

12.3 西半は灰白砂質土を削 り込んで遺構検

出。

７
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12.4 Gラ イン付近から掘 り下げ。依然とし

て顕著な遺構なし。

12.5 北西隅分 を掘 り下げ、20～ 30cmで 古

墳時代の包含層 (地山か)に達する。

12.8 本日で作業を暫時中断。来年 5月 の再

開にむけて、保護のために遺構面に砂 く。

1987

5.12 調査区南端から床土下げを開始。床土

の下は、バラス・瓦混 り暗褐土あるいは灰褐

砂質土となり、一部奈良時代の整地土がすで

に露出している部分 もある。BN10と BN08で

大型の柱穴 (SB12980に 伴うもの)を検出。後

者は包含層が残るため掘形は未検出であるが、

大きな石が露出。前者は掘形と抜取穴を検出、

抜取穴に大きな石が入る。掘形から須恵器杯

Bの蓋 (平城Ⅳ段階以降)出土。15ラ イン西寄

りにバラス敷あり、その東に責褐粘土が幅 1

mに わたってひろがる。

5.13 09区以東は床土より少し下まで掘 り下

げることにした。地山が現われる。08区 に玉

石組の南北溝SD12995を 検出。

5.15 2日 間の大雨の排水作業。午後P区 の

床土排除。

5.16 床土下・バラス層面で耕作細溝数条検

出。

5.18 08区の南北玉石溝SD12995は Rラ イン

のす ぐ南で西に折れる (SD13001)が 、護岸石

は抜取 られ、わずか しか残 らない。この東西

溝SD13001の護岸 には疑灰岩、導が使用 され

ている。BR～BS08～ 11の 間 にSB12990の 礎

石根石集積 を 5カ 所検出。BR区 には瓦列が

あり、11ラ インか ら西にのびる。

5.19 BS08、 BS10で先に検出済の礎石建物

SB12990の 根石再確認。ただ し掘形は不明瞭。

5.20 14ラインを境に東側は瓦の出土量が多い。

5.21 AC・ AD08～ 09。 12・ 13に 、特 に瓦集 中。

5.22昨年末 に調査 を進 め た第175次 北 区

(AEラ イン以北)の 精査開始。 2× 3間 の礎石

建SB13000の 柱は、礎石が原位置にあるもの

と根石が残るもの、それに柱位置の近 くに掘

削された穴に礎石が落 し込まれたものの 3種

がある。AD区 の10ラ イン以東は瓦敷が よく

残るが、以西はあまり残っていない。AD12
で瓦を詰め込んだ土坑SK13021を検出。

5.25 ADラ インの東西溝SD13006の 底 には

重複する古い溝状遺構の落ち込みが見られ、

石、瓦が もぐってい く。ADラ インの南 lm
にも瓦護岸の溝肩 らしきものあ り。SD13006

の溝底の落ち込みとの関係が問題になる。16

ライン以西にもADラ インに沿って東西溝SD

′∂

13006の続 きを検出。西方でSD3715に 接続す

るとみられる。

5.26 14ラ インの東、ACラ インより南には

溝がありそう(SD13010)。 AA08で礎石落とし

込み穴SK003を 検出。 3個 の礎石が落とし込

まれていた。14ラ インの西ではAA・ AB区で

は15～ 17区の間がバラスが厚いが、西に向か

って次第に少なくなる。バラスの下は茶褐砂

質土に責灰粘土が混る整地上で、瓦を含む。

瓦の破片は比較的大きく、九瓦が多い。

5.27 BT13～ 14、 AA14に か けて土坑 2基

(SK13019)検 出。東狽‖は新 しい。14ラ イン東で、

整地土上面は厚い黄褐粘砂土およびその下面

の暗灰茶褐斑入 り砂質土で形成されており、

後者の層には多量に瓦が入る。13区 の南北溝

SD13010は上層に多量の瓦を含む。15区のSD
13025南 北溝は、バラスを除去 したところで

検出される。

5.28 BS・ BQラ イン南まで遺構検出。08ラ

イン西で南北溝SD12995を 検出。側石はすべ

て抜き取られてお り、抜き取 り痕跡が残る。

建物のある西側が一段深 く、この溝はBRラ

イン西で東西溝SD13001と 合流するが、その

溝の北側に凝灰岩の側石が溝底よリー段低 く

据えられていることから、南北溝底のくぼみ

は本来凝灰岩の側石が据え付けられていたこ

とを示すものと考えられる。

5.29 BQ・ BO区の遺構検出。BQ・ BP14で

礎石落し込み穴 2カ 所、B014・ BP15で 2カ

所検出。築地塀の門に関わるか。

5.30 BB08～ 11でSB12980の礎石据付穴、及

び礎石落し穴 3カ 所検出。前者では根石の残

りがよく黄褐粘土が入 り、後者には暗灰粘質

土入る。南北棟 (梁行2間 )の北妻であろう。

BN06の大土坑SK13930を 掘 り下げ下げる。多

量の瓦、凝灰岩出土。BOラ インに沿って、建

物SB12980の北狽↓地覆石の抜取穴列を検出。

埋土に瓦が入る。

6.1 整地層上面を再精査。14ラ イン西の整

地土は茶灰砂質土、東のそれは黄灰砂質土と

して遺物取 り上げ。

6.2 BQ～ AAラ インまでの精査。BS07で堀

立柱の掘形検出。柱根残る(SB12986)。 08区 の

南北溝SDl12984の 延長部一部掘 り下げ。中

央の南北棟SB12990の 西側に地覆石の抜取溝

SD13002を 検出、北に向かうにつれてわから

なくなる。このSB12990の西側から13区の南

北溝SD13010ま での間には、瓦の小片を多量

に含む整地上がある。舗装施設の可能性あり。

築地西側雨落溝SD13025(15区 )は、BO～ BP



の間(P]の部分)が少し西に張 り出す。

6.4 AA～ADラ インまで精査。AC08～ 13で

東西溝SD13005を 検出。北岸を瓦で護岸 して

いる。先に検出 したAD区 東西溝SD130061ま

築地SA13030を 越えSD3715に流れ込む。この

溝の築地部分では、築地積土とみられる黄褐

粘土が上を覆う。築地西側雨落溝SD13025と

この溝SD13006と の切合いは後者の方が古い。

したがってこの溝は築地築造以前にあったも

ので、本来開渠であったと考えられる。13ラ

イン以東のSD13006の 溝底の南寄 りに一条の

細い溝があり、底に川原石が入る。玉石溝の

底石か。その南肩は未検出。BR～ AC13の 南

北溝SD130101よ AC13で SD13005と T字状に合

流する。

6.5 ADラ イン以北の精査。AC区 で東西溝

SD13005と SD13006の 間に 8尺等間の堀立柱

東西塀SA13020を 検出。AC14の 築地心近 く

までのびる。2条の東西溝との切合いは、SA
13020柱 穴が古 く、今のところ最古の遺構。

6.6 175次】ヒ区(AEラ イン以北)の 精査。A亘

15で築地に開 く門SB13050の礎石据付穴検出。

6.8。 10・ 11 写真撮影。

6.12・ 13・ 17 実淑1。

6.18 空撮。

6.19。 20・ 22・ 23  うこ沢J

6.24 断割調査。AAラ インに トレンチを入

D 第 185次  6 ABK。 6 ABL
兵部省西北方

1987年 7月 15日 ～10月 17日

1987

7.15 表上、床土排除。

7.16 ASラ イン南0.2m～ 0.5mに 東西溝SD
13117の北岸検出。溝幅は1.5m前 後か。床土

の暗青灰粘土下に数cmの厚さのバラス層あり。

バラス層下は濃緑褐色の砂質粘土が薄く存在。

それ以下は灰色砂層となる。一部、濃緑褐色

砂質粘土上面で遺構検出。他はバラス層上面

で遺構検出。

7.17 二番床には遺物をあまり含まないが、

その下の暗褐土との間に遺物が比較的多 く含

まれている。暗褐土は調整区西端では極めて

薄く、一呑床直下は茶褐の砂層となる。

フ.20 床土層つ,除。

7.21 AH～ A」88で3個 の掘形検出(SB13130)。

AIo A」 87で 3個の小穴検出 (SB13131)。

7.22 AG88で 北か ら続 く柱列の続きの柱穴

を検出。柱間10尺。AF～ AJ87で 10尺等間の

柱列を4間分検出 (SB13132)。

14 調査日誌 (抄 )

れ、整地の状況を追究。14区以東で 3層、以

西で 2層 の整地層を確認。東側の整地層最上

層 (黄灰砂質土)か ら軒瓦6225・ 6282・ 6721が

出土。この最上層を下げる途中、中央の南北

棟SB12990の根石を検出。整地面で遺構の検

出を行ったが、遺構は検出できず。最下層 (第

3整地層)の底には、木材の削 り屑が多量に含

まれる。

6.25 AB14・ 15で最上層の整地土はず し。

第 2整地層 (黄 白粘土斑入暗茶褐砂質土)面 で

遺構検出。最上層の整地面で瓦溜まり検出。

第 2整地層では下層遺構は検出しなかった。

AA～ AC20。 21で茶灰砂質土をはずし、第 2

整地層を出す作業。茶灰砂質土には藤原宮式

丸平瓦が多量に含まれる。

6.26 現地説明会の準備。記者発表。

6.27 現地説明会。

6.29～ 7.1 調査区西半部で下層遺構確認調
g彗

:。

7,2・ 4 BP・ BQ08～ 11で下層確認 トレンチ

設定。掘 り下げ。

7.6 下層確認 トレンチ内の11ラ インで南北

溝SD12998検 出。藤原宮式の丸平瓦多量出土。

7.7 調査区西北隅の下層確認 トレンチの精

査。黒褐粘土 (古墳時代の包含層)を 下げ、地山

面で遺構検出。

7.10 土層図作成。調査完了。

7.23 10尺 等間のSB13132西側柱列 はAF区

に延びない。同柱筋の 9尺 間の円形柱穴列

(SB13131)も 北には延びない。2間分のみ、東

西棟の西妻か。SB13130の 大形柱穴列は、AK
88、 AL88で も続きを検出。北端の柱穴はやや

西に寄 り、柱間も広い。別の遺構である可能

性もあり。

7.25 AG89か ら西南方向にかけて、かなり

軟弱な暗灰粘土層の堆積あり。厚さは 5 cm前

後で、たやす く剥離する。この直下はやや砂

を含む灰褐色粘土層となる。AG88で SB13130

の柱穴検出。

7.27 AF～ AH89～ 90に 6個 の柱穴検出(SB

13124)。 AF・ AG90に はSB13124よ り古い南

北溝SD13137が ある。これ以外に斜行溝SD
13129が トレンチ東南隅部にある。古墳時代

のものか。

フ.28 SB13130を 建物の西側柱と理解。 (そ れ

までSB131301ま南北塀と理解していた。)

′9



第1章 調査概要

7.29 AH・ AG89の 暗灰粘質土の軟弱土は

土坑状の落ち込みSX13128と なる。深さ10～

20cmと 浅 く、底面にくばみが数ヵ所ある。SB

131241よ SX13128よ り痢中しヤヽ。SX13128は、土

坑というより、 くばみを埋めた整地土の堆積

といった方が妥当であろう。調査区中央から

北側に存在する斜行溝SD13134を 掘 り下げる。

7.30 AGo AF87の 炭混 じり土坑SK13127の

掘 り下げ。埋土中に含まれる遺物は北半部に

多い。北半部から石製紡錘車出土。BD88・ 89

でSB13124の 続 きを検出。BB・ BC87に は整

地の違いと思われる土層の差が明瞭に認めら

れる。

7.31 西廂付南北棟SB131241ま AT区 でも南

妻が出ないので 8間以上になりそう。BA86
～90に は東西溝SD13121が あり、北岸では重

複する東西方向の柱穴列 (SB13122)検 出。

AT89に もこれと同様の掘形があ り、建物に

なるみこみ。朝集殿院南辺の推定延長線は、

ATラ イン付近に想定 されるが、東西溝SD
13121は 、これに関連するものか ?

8,1 西廂付南北棟SB131241よ AR区 まで延び

な Vゝ 。AS区 に は 2条 の 東 西 溝SD13118・

13117が あり、AA区のSD13121と ともに朝集

殿院南辺延長線上の何 らかの区画施設に伴う

ものと見られる。SB13122・ 13124よ り新しい。

8.3 ARラ インの南約30cmか ら落ち込んでい

く茶褐色の砂の層確認。調査区南端までの間

に南肩は検出できない。

8.4 A084～ 86で は、茶褐砂の中でも土の違

いが東西方向に一条の線となって認められる

が、かなり微妙なもの。A080'81で は暗褐

バラスおよび、その直下に瓦の堆積層がある。

8.5 ARラ インで東西方向に走る茶褐砂の北

限は溝肩でなく、整地上の北限である可能性

が高 くなった。AP・ AS85'87で 2条の南北

溝 (SD13104・ 13111)を 検出。SD13111の ほうは

耕作溝か。

8.6 茶褐砂の整地土は86ラ イン以西ではAR
ラインに沿うように東西にのびているが、86

ライン以東ではやや不整形に入 り乱れている。

8.7 AS84～ 87の拡張区の遺構検出。東西溝

SD13117・ 13118の 東延長部に加えて南北溝

を3～ 4条検出。AS84・ 85で柱掘形検出。東

西棟SB13122の 一部か、西廂南北棟SB13124

の一部かは不明。

3.3 SB13124は 身舎 9× 2間 に東西廂の付

く南北棟にまとまるとみられる。柱間は10尺

等間。東西棟SB131221ま 84区 に柱穴が続かな

いので 5× 2間 となる。

2θ

8.10 ASラ イン上 に幅0.5m前 後の東西溝

SD13117を検出。その北0.6mに幅15cmの東西

細溝SD13118を 部分的に検出。埋土は暗灰褐

土でバラスや瓦小片を多 く含み、築地等の雨

落溝の可能性あり。

3.11 調査区東南隅の拡張区南東隅に、築地

崩壊土らしき責褐砂質土残存。それ以北は径

3～ 5 cm大のバラスが密集する。

8.12 東南隅拡張区の精査。築地崩壊土かと

思われる黄色砂質土の堆積層を残して西似1の

バラス層を剥ぎとる。この下層には顕著な遺

構なし。

8.13 北に向かって既に検出した遺構の掘 り

下げ。AQ86～ 90の砂の帯状堆積は東西溝 と

理解 (SD13115)。 これは東北から西南方向ヘ

とのびる谷地形を埋めて造成地業を行った際

に部分的にできた溝か。

8.14 遺構 を掘下げる。BA区 の東西溝SD
13121の埋土は瓦片を多 く含む。BA87で ほぼ

完形の軒平瓦6561(久米寺式)、 BA88で 完形

の丸・平瓦 (藤原宮式)が出土。

8.17 SB13130について、BD88～ 90で南妻を

検出。これによって南北 8間以上の南北棟と

推定される。西側柱の西南隅柱は、壁面にも

かかってこない。BC87～ 89で小柱穴検出。5

×2間 の東西棟SB13122の北側にもう 1棟の

東西棟SB13123が まとまる。

3.19 空撮。実測。

3,21・ 22・ 24～26 実測。

8.27 実測。断ち割 り調査。SB13124の 南妻

および身舎西南隅の柱掘形は浅い。また東廂

の柱穴として理解 していた遺構 (AS90)は、

単なるくばみであることが半U明。

3.28・ 29。 31・ 9.1 断割調査。

9.2 断ち割 り調査。AP・ AQ82での断ち割 り、

および調査区西壁のARo AS区 では古墳時代

の東西大溝SD13110を 確認。SB13124の 西ヘ

の展開を確認するためにAS90'91部 分で西

に調査区を拡張。

9.3 断ち割 り調査。古墳大溝の追究。

9.4 西拡張区に柱穴はない。従ってSB13124

は西廂の付 く9× 2間の南北棟となる。

9.5 西拡張区の実測。調査区北半の古墳時

代斜行溝SD13134の 断ち割 り調査。埋土は上

下 2層ある。

9.7 調査区東南隅で兵部省築地回廊の有無

確認のための断割調査開始。

9.8 AP89ラ イ ン上 の 2つ の ピ ッ ト (SA

13116)に は木樋様の部材が、東北方向に平行

する形で埋まっている。いずれも径40cm前 後



14 調査日誌 (抄 )

の小穴ピットで、木樋ではなく、仕日のある  9.10～ 12 砂入れ。

部材が埋っていた。 10.17調 査 終 了。

E 第 205次  6 AAY・ 6 ABL
兵部省西南部

1990年 4月 3日 ～ 7月 28日

199o                   南雨落溝SD13945、 北雨落溝SD13940を 検出。

4.3 耕土、床土除去開始。COラ イン上で東  北側、南側とも、足場穴は検出されなっかた

西溝SD13945検 出。              が、雨落溝の底で確認できるかも知れない。

4.6 CP・ CS20で南北溝SD13963検 出。    5.7 豪雨による冠水の後処理。

4.7 CR20に瓦が集中する径 lmほ どの範囲  5.8・ 9 空撮準備。

2カ 所にあり。               5.10 空撮。地上写真。

4.9 南端の排水用溝か ら赤 く焼けた丸・平  5.11。 14 実測準備。

瓦出土。南面大垣使用のものか。       5.15～ 13・ 21～23 実測。

4.1l CA23斜 行溝SD13990で 軒九瓦 1点 出  5.24 SA1765の 南北の雨落溝、掘 り下げ。溝

土。                底 で足 場 穴 列 を検 出 (南 :SS13955。 北SS

4.12 CN22・ 23の排水用溝の底でSA1765の   13950)。 ただし、溝底より少し上から掘られ

柱穴を 2カ 所確認。第 1次整地土はSA1765  ている部分もあり、足場穴の後に雨落溝を掘

を被覆している。              削したと考えるよりは、雨落溝を掘り、ある

4.16 SD3715に 沿 ったCQ・ CT24で 1.5m四  程度溝が埋まった段階で足場穴を掘ったと見

方の掘形を持つ南北柱穴列 (SAl1700Aの 東側  るべきかもしれない。いずれにしても東西塀、

の柱列)を確認。               雨落溝建設の一連の工程であることは確か。

4.17 SD3715東 岸で、既確認の南北柱列 と  5.25 断ち割 り調査。

組むと思われる1.5m四方ほどの掘形を持つ  5.28 SA1765南北雨落溝掘 り下げ。出土遺

南北柱列SAl1700B 6間分を確認 (SAl1700A  物なし。

の西恨Iの柱列)。 なお北にのびる模様である  5.29 CM16で 暗渠木樋を確認。CN18の南北

が、瓦、バラスの堆積厚 く、未確認。     畦でのSA1765の 柱穴を精査するが、柱抜 き

4.18 昨日検出した 6間分の柱列はSAl1700  取 り穴を確認できない。

Aと 組んで単廊状の遺構になるか。24ラ イン  5.30 BB(KB)13・ 14の 東西塀SA13920の 柱

上に調査区を貫通する南北溝SD13985検 出。  穴確認。

4,19 遺構掘 り下げ開始。          C016南 北溝SD13875の 底近 くの暗灰粘土層

4.20 第157次 調査 区のSAl1700Aを 再検出。 から木屑、曲物の底、桧皮等をが出土。造営

今次検出の柱列と筋がそろうことを確認。   に伴うものであろう。

4.23 斜行溝SD13990写 真撮影①       6.31 断ち割 り調査。

4.24 SD3715掘 り下げ。          6.l SAH700Bの 柱穴について柱抜 き取 り

4.25 SD3715掘 り下げ。黒灰粘土層除去。瓦、 穴を探す。

土器が多い。SAl1700の 西側柱列の柱穴はSD  6.4 BB13～ 15の 東西柱列はいずれも掘形の

3715東方の黒灰粘土堆積の下で検出。     線が不明瞭。

4.26 SD3715の 黒灰粘土を除去し、SAl1700  6.5～ 7 実測。

Bの 柱 穴 2カ 所 検 出。CN24で SA1765と SA 6.8 第二堂SB12980の礎石14点取 り上げ。

11700Aの柱穴が重複 している。SAl1700Bが  6.11 断ち割 り調査。

新しい。                  6.12 木樋SX13880は 築地をこえてさらに北

4.27 上層遺構の写真撮影。         へのびそうだ。

5.1 調査区南端付近の東西塀SA1765を 追究  6.13 CN16の 暗渠の木樋はさらに北に6m
するべ く、CN・ C018～ 23の整地土層を除去  近くのびることが判明。

する。柱穴 3カ 所に検出。          6.19。 21・ 22・ 7.16・ 18。 19 砂撒き。

5.2 SA1765の 柱穴をすべて検出。SA1765の   7.23～ 28 埋め戻 し。
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F 第214次  6 AAX・ 6 AAY
兵部省の北側

1990年 4月 17日 ～ 7月 23日

1990

4.17 調査区設定。

4.18・ 5.1・ 2・ 7・ 11 耕土排除。

5.22 調査区北端から包含層の掘 り下げ。

5.23 1D・ IC区、整地層検出。

5.24 1B65～ 69で東西柱列検出 (sB14105)。

5.25 東西柱穴列、IB63ま で続 く。IA55・ 56

のも柱穴 2カ 所東西に並ぶ (sB14100)。

5.28 HT58・ 59に 瓦集中。IA54～ 58に東西

細溝あ り(SD14137)。

5.29 調査区東南隅のHT52～ 55で東西方向

のバラス帯を検出。あるいは築地 (兵部省区

画施設の東北隅)痕跡か。

5.30 HR52の 調査 区南壁 に見 える南北溝

(SD14099)を 追うと、HT52で西に屈曲し、東

西方向のバラス帯の下に続 き、東西溝 (SD

14085)と なる。築地塀はさらに南に想定され

ることになる。

5.31 調査区南辺から遺構再検出作業。バラ

ス層がかなり厚い。IB69の 新 しい方形土坑

SK14180の底に別の掘形あり。下層遺構検出

も必要か。

6.1 調査区東南隅で地山面上に東西 3間 分

の方形掘形あり (SA14095)。 兵部省北面築地

塀よりも古い時期のものか。

6.4 遺構検出作業続行。

6.5 大雨の後処理。HT・ IA区 の遺構検出。

小さな掘形がいくつかあるが、まとまらない。

6.6 1Bラ イン上の柱穴は12間 分になりそう

(SB14110)。 IA54～57に東西に並ぶ柱穴を 3

カ所検出(SA14100)。

6.7 1Cラ インのす ぐ南の東西溝 2条 (SD

14142。 SD14141)の 検出と掘 り下げ。IAラ イ

ンの東西柱穴列は 4間分になった。

6.8 1C55～ 59に 5カ 所の柱穴検出。

6.1l IC65周 辺にあったバ ラス面 をはずす。

6.121D58～ 69に 東西の柱穴列 を11間 分検

出。(SB14110)。 調査区の東北 と東南に拡張

区設定。

6.13 1Dラ イン上の柱穴列、さらに55～57に

続いている。

6.14 東北拡張区ではIB oIDラ イン上に柱

穴みつからず。東南拡張区ではHQ・ HR52に

南北溝 (SD13725)を 検出。築地東雨落溝か。そ

のすぐ西で黄褐粘土の詰まった小穴を数力所

検出。築地の添柱 (SS14099'14101)と 思われる。

6.18 1Cラ イン上で約 9mご とに柱穴あり。

桁行き16間の東西棟SB14110の 間仕切 り柱穴

か。 l C69の土坑SK14181の 下層から瓦敷を

検出。中に軒丸瓦6225が含まれる。

6.19 1B・ ID69で SB14110の西妻部分確認。

空撮。地上写真。

6.20 調査区東北隅を再度拡張。

6.21 断ち割 り調査。IB69で複数の柱穴が重

複 している。SB14140よ りも建物がさらに西

に展開するもよう。

6.22 東北再拡張区のIC・ D53に SB14110の

東妻確認。

6.251C・ ID51に 瓦溜 り(SD14112)を 検出。

中に凝灰岩切石片が多い。軒丸瓦6311あ り。

SD14112に切られる方形土坑SK14109検 出。

6.26・27 写真撮影。実測準備。

6.28 記者発表。

6.29 現地説明会準備。

6.30 現地説明会。

7.4 実測。

7.51B58大 土抗SK14144は 東西棟SB14110

よりも古い。

7.6 SK14144の 底面 か ら二つの柱 穴検 出

(SB14100と SB14110)。

7.7 断ち割り調査。実測。

7.9 SB14100は 5× 2間 の東西棟 にまとま

りそうである。その西の東西棟 (SB14105)は

桁行き4間か。ただし西妻柱穴不明瞭。IA

64～ l D66の 斜行流路 (SD14163)検 出。

7.10 1C65の 柱穴 (SB14105)か ら軒平瓦6721

が直立した状態で出土。

7.1l SB14105の西妻確認。 5× 2間 となっ

た。

7.12・ 13・ 16 断ち割 り調査。実測。

7.17 写真撮影。

7.18・ 19～ 21・23 埋め戻 し。



G 第216次  6 AAY
兵部省の東側

1990年 10月 30日 ～1991年 2月 26日

1990

10.3 調査区設定。

10.4・ 8・ 11・ 12 表土排除。

10.15-20・ 22・ 24・ 25

10.26 遺構検出開始。H145・ 46ラ イン上に

柱穴が 2個並ぶ (SB14381の北側柱)。

10.29 H148に 方形大土抗SK14449検 出。

10.31 遺構検出。

11.l HE42～ 49に かけて、東西柱穴列 6間

分検出。整地土面上では柱抜 き取 り穴のみ確

認。HF33に瓦溜まりあり。

11.2 HE33～ 37に 小柱穴の列 (SB14390の北

側柱)検出。

11.5 遺構検出。

11.6 HD31～ 35に凝灰岩切石列あ り。いず

れも切石は抜き取られ、風化 した痕跡が残る。

ほぼ重なる位置に東西小柱穴列 あ り (SB

14390の南側柱)。

11.7 HC46～ 49に東西溝検出(SD14363)。

11.8 HB35に凝灰岩片 の入 った大土坑SK
1443あ り。投棄されたものではなく、しっか

りしたベース上に集積 している。

11.9 HB41に 礎石落 と し込み穴あ り (SK

14440)。 周囲に掘形はない。

11.14 遺構検出。

11.15 GS45～ GT48に斜行溝SD14402あ り。

11.26 GT・ GR41よ りも西にかけて、方位

が大きくふれる小規模建物群あり。古墳時代

のものか。柱穴埋土は黒褐色砂。

11.27 斜行溝SD144021よ 古墳時代建物群 よ

りも古い。GN48・ 49に東西掘立柱塀SA1765

の柱穴 3カ 所確認。

11.28 41ラ インより西を 2m南 に拡張 し、

第122次調査区の遺構面を出す。

12.3 前日までの大雨の処理。

12.4 GP・ GQ33に 大型柱 穴 (SX14450)を 検

出。

12.5 調査区南端の拡張区の第122次調査で

の検出面を削 り下げると、東西塀SA1765の

柱穴がみえてくる。GN42区 以西の柱穴を検

出した。中間は不明で、GN38以 東で同一線上

に続いていることを確認 した。

12.6 SA1765は 壬生門の北側15mほ どは柱

穴がなく、その間は塀があいていたことにな

る。G031の地山(黄褐粘土層)か ら、弥生中期

以前の石庖丁出土。

14 調査日誌 (抄 )

12.7 GO区 に東西溝検出。SA1765の 北雨落

溝とみられる。ただし、G036～ 44の 間は途切

れている。

12.10 GOo GP30の 大土抗SK14445を 掘 り

下げ。奈良時代末の土器が出土。

12.1l GQ48に は黒色土の堆積があり、その

面を削り込むと、古墳時代の掘立柱柱穴が多

数現れる。建物方位は北で西に30～ 40° ふれ

る。

12.12 前夜の雨の処理。

12.13 GS448・ 49で も古墳時代の建物多い。

12.14 GTラ イン上に柱穴列あ り(SA14500)。

12.15 HA39。 40に瓦集積あり。

12.17 HB40の 瓦集積から鬼瓦出土。

12.18 HC42・ 431こ は河ヽ礫を含んだ砂がたま

っており、削 り込んで検出を行うが、削り足

りないのか、はっきりしない。瓦を多量に含

む。

12.19 HEラ インに東西柱穴列検出。調査区

西半で検出していた東西棟 (SB13480)と 桁行

の柱筋をそろえた東西棟 (14390)を 東半部で

も検出

12.20昨 日確認 した東西棟 の北側、HG・

HH区にもう1棟確認。東西ともに、南北に二

棟ずつ並んでいたことになる。HH46。 47に

弥生時代の土器を含む窪みあり。

12.21 HF33～ 36の東西溝 (SD14371)は HF37

で北に曲折する(SD14352)。

12.25 HD31周辺の色の粘土が詰まった細い

斜行溝 (SD14540)が にともなうHD30の 黄褐色

粘質土層から、弥生前期の打製石鏃が出土。

1991

1.8 調査区西側の第206次調査区との重複部

分の埋土を除去 しつつ南へ検出作業を進める。

Ⅲ 48の 大土抗SK14449内 には瓦片が多い。

HF37の柱穴 (SX14462)か らサヌカイト片出上。

1.10 HD37の柱穴 (SX14460)は 1段下げた

ところ、確実に柱痕跡あり。

1.1l HC32に 大土抗 あ り(SK535)。 軒平瓦

6663型 式出土。HB34に はじまる東西溝 (SD

14372)は調査区東辺まで続 く。兵部省東門前

の東西溝SD143621こ 対応 している。GTラ イン

上に柱穴列あり。現在東西 7間分 (SA14500)。

1.16 DTラ インのす ぐ南に東西方向の細溝

あり(SD14501)。

1.19 GP33の 土坑SK14446は 井戸か と思っ

2J



第 1章 調査概要

たが、そうではなかった。遺物なし。GQ～GS  l.31 写真撮影。記者発表。断ち割り調査。

47、 48付近に牛のものと考えられる足跡が散  GN43の柱穴 (SA1765の 東端)は深い。

在する。 2.21 実測。

1.23 G048の 大土抗SK14355は 2回 の掘 り  2.22実 測。断ち割 り調査。GN区 の東西塀

換え、つまり3時期あ り。軒瓦6225、 6685が   SA1765、 SA14400の 掘形は、GN42と GN37の

出土。 柱穴だけが深 く、他は浅い。GN32の柱穴部分

1.24 GN34に SA1765の 柱穴あり。       を南に部分的に拡張 したところ、南側に拡大

1.28 HB35。 36の大土坑SK14443の 西で、南  した。

北 に接 して 3つ の柱 穴 (SX14454・ 14455。  2.25・ 26 断ち割 り調査部分の埋 め戻 し。調

14456)検出。

1.29。30 写真撮影。

査終了。

H 第224次  6 AAX・ 6 AAY
兵部省の東北方

1991年 6月 24日 ～10月 25日

1991                    周辺の 9条の斜行溝を掘 り下げ。

6.24 表土排除。弥生時代の土器の破片が出  8.12 調査区東南隅で小柱穴 (SB14840)検 出。

土。                     8.13 遺構検出。

7.2・ 3・4 表土排除。            8.16 HR48で 一つの掘形内に二つの柱穴の

ア.5 調査区西北隅排水溝に瓦溜 りSK14846  ある遺構を検出(Sx14899)。 旗牛の柱穴か。

検出。ID46排水溝から軒平瓦6663出 土。    8.17 1A,IB43で 方形の竪穴住居を検出(SB

7.6 1D46～ 49に は瓦が多い。         857)。 重複関係からみて、他のすべての遺構

7.8・ 9 遺構検出 (黄褐土の面を削り)。      も古い。

7.10 1A45～ 47、 IB47に方形土坑を 6カ 所検  8.19・ 20～22 遺構検出。

出。耕作溝よりも新しい。IB49黄褐土から石  8.23 HS・ HT46に 7尺等間の 1× 2間の南

器出土。                   北棟 (SB14853)を検出。

7.11 34'35区および45。 46区 に南北溝あり。 3.27 HS34、 HT34に 円形の竪穴住居 2棟検

第216次調査で確認 した 2時期の官内道路の  出(SB14858・ 14859)。

うち、新しい時期の道路側溝か。       3.28 HS34の 竪穴住居SB14858掘 り下げ。床

7.12・ 15 遺構検出。             面に柱穴あり。

7.16 黄褐土面に無数の耕作溝が見える。顕  3.29 HQ33を 中心 として、直径 6mの竪穴

者なものは遺構カー ドに記入する。      住居SB14860を 検出。

7.17 調査区東南隅の排水溝から瓦出土。   8.30 調査区東北部で弥生時代の遺構を探索

7.19 調査区南辺の断面調査によると、黄褐  し、竪穴住居SB14866を 確認。

上の下層は弥生時代の層となっている。    8.31・9.2 空撮準備。

7.20・ 22・ 23・24 遺構検出。          9.4 空撮。地上写真。

ア.25 黄褐土面を下げて、弥生時代の層であ  9.5 記者発表。現地説明会の準備。

る暗褐砂質土面で遺構検出。HP31で 磨製石  9.6 現地説明会の準備。

剣、弥生式土器が出土。HP～HR28～ 33に か  9.7 現地説明会。

けて、小規模な柱穴列が多 く、帷舎か (SB 9.9～ 13・ 17～ 21・ 24～26 実測。

14860)。                  9.27・ 30・ 10.2・ 3・4 弥生時代の竪穴住居跡の

7.29 HR・ HSにかけて弥生時代の土器や石  掘 り下げ。

器が多 く出土する。              10.5'7 写真撮影。

7.30・ 31・ 3.1～3 遺構検出。弥生時代の石鏃  10.3・ 9・ 14～16 竪穴住居跡の断ち割 り調査。

など、石器が多い。              10.18 遺構面への砂撤き。

3.5 1C48。 49の 大土坑から5世紀代の須恵  10.25 埋め戻 し終了。

器杯出土。またIC31か らは石包丁、ID33か ら

サヌカイトの原石が出土。

8.7・ 8 遺構検出。

3.9 石鏃など石器多数出土。調査区東南隅

27



15 報告書の作成

1-5 報告書の作成

1)本書で報告する発掘調査は、周辺の関連する範囲を入れると、1981年 から1991年 までの、お

よそ10年間に実施 した。ここでは調査責任者 (所長・平城宮跡発掘調査部長)と 調査担当者、

調査員の氏名を掲げ、調査当時の平城宮跡発掘調査部関係者は一括 して列記する。

次数 年度   所長    部長  調査担当者    調 査 員
122  1981  坪井清足  岡田英男  菅原正明  安田龍太郎 立木4笏 宮本長二郎 山岸常人

内田昭人 清田善樹
157  1984  坪井清足  岡田英男  松本修自  花谷浩 森郁夫 毛利光俊彦 高瀬要一

橋本義則
157補  1988  鈴木嘉吉  町田 章  金子裕之  巽淳一郎
167  1985  坪井清足  岡田英男  舘野和己  松村恵司 千田剛道 山本忠尚 山岸常人

田中哲雄
175  1987  鈴木嘉吉  町田 章  松本修自  井上和人 綾村宏

巽淳一郎  金子裕之 小林謙一 浅川滋男 寺崎保広
上野邦一

185  1987  鈴木嘉吉  町田 章  本中 真  松村恵司 毛利光俊彦 小野健吉 綾村宏
205  1989  鈴木嘉吉  町田 章  松本4多 自  綾村宏 小林謙一 本中真 玉田芳英 森本晋

1990              渡辺晃宏  毛利光俊彦 山崎信三 高瀬要一 杉山洋

浅川滋男
206  1989  鈴木嘉吉  町田 章  村上 隆  金子裕之 巽淳一郎 佐川正敏 島田敏男

寺崎保広
214  1990  鈴木嘉吉  町田 章  渡辺晃宏  杉山洋 山崎信二 浅川滋男 高瀬要一

216  1990  鈴木嘉吉  町田 章  玉田芳英  森本晋 小沢毅 上野邦一 森公章

寺崎保広  金子裕之 巽淳一郎 小沢毅 佐川正敏

松本修自 小野健吉
224  1991  鈴木嘉吉  町田 章  森公 章  森本晋 玉田芳英 小沢毅 岸本直文 上野邦一

工楽善通 土肥孝 上原真人 中村友博 岩永省三 亀井伸雄 清水真一 加藤允彦 鬼頭清明 佐藤信

深澤芳樹 西弘海 細見啓三 小池伸彦 中村慎一

なお、本書の報告対象とした発掘調査に関わる遺構、遺物の写真は、佃幹雄、牛嶋茂、中村一郎、杉本和樹
の撮影によるものである。

2)報告書の作成は1999年 にその方針が決まったが、諸般の事情により、本格的な作業を開始

したのは、2003年 度にはいってか らである。遺構関係の整理、検討は遺構調査室が担当し、

遺物については考古第一調査室、考古第二調査室、考古第三調査室、史料調査室が行った。

2003年度、2004年 度における平城宮跡発掘調査部の構成は以下の通 りである。

部長 岡村道雄/官跡整備指導専門官 渡辺康史/考古第一調査室 井上和人・次山淳・豊

島直博/考古第二調査室 ナ|1越俊一 。高橋克壽・金田明大 (03)・ 神野恵・森川実 (04)/考

古第三調査室 深澤芳樹 。清野孝之 (o3)。 今井晃樹 。林正憲 。中川あや (04)/遺構調査室

島田敏男 。中島義晴 (o3)・ 山本紀子 (03)。 金井健 。大林潤 。清永洋平 。栗野隆 (o4)/史料

調査室 渡辺晃宏 。馬場基・山本崇/写真資料調査室 牛嶋茂 。中村一郎

3)執筆分担は、次の通 り。井上和人 〔編集担当/1-1/121・ 2/1-3～ 5/21/4-5/5〕 ・豊島直博

〔3-1-4/3-2-3〕 ・神野恵 〔2-23/313/321・ 2〕
。今井晃樹 〔3-1-2/4-3〕 ・金井健 〔1-2-3/2

-2-1・
2・ 4/4-4〕 。渡辺晃宏 〔3-1-1/4-1・ 2〕 。

4)英文要約は井上が原文を作成 し、神野の監修のもとに小川 (中西)裕見子 (ケ ンブリッジ大

学悼士課程)が翻訳 した。
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